
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て

小

椋

愛

子

一、

ﾍ
じ
め
に

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
巻
ご
と
に
表
題
を
付
す
こ
と
が
多
く
、
各
説
話
を
、
巻

の
表
題
に
合
わ
せ
て
分
類
し
て
い
る
。
先
に
、
各
説
話
を
そ
の
表
題
に
合
わ
せ

た
形
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
し
た
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
各
巻
の

中
で
、
同
類
、
同
趣
旨
の
説
話
を
二
話
、
も
し
く
は
三
話
並
べ
て
あ
げ
る
こ
と

も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
巻
九
（
似
類
上
）
、
巻
十
（
似
類
下
）
に
顕
著

だ
が
、
他
の
巻
で
も
そ
の
兆
候
は
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
二
話
、
も
し

く
は
三
話
に
対
し
て
別
記
の
形
式
で
そ
れ
ら
の
説
話
に
対
す
る
評
、
感
想
を
付

す
な
ど
、
別
記
文
を
付
す
こ
と
で
、
二
話
、
も
し
く
は
三
話
の
ま
と
ま
り
が
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

調
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
類
、
同
趣
旨
の
説
話
を
並
べ
て
あ
げ

る
こ
と
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、

「
三
獣
与
食
老
夫
」
は
、
二
話
を
並
べ
て
あ
げ
た
後
、
コ
ニ
獣
与
食
老
夫
」
の
末

尾
に
「
此
両
説
同
異
如
何
」
と
割
り
注
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
、
編
者
自
身
の
判

断
で
あ
り
、
注
目
す
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
楊
鴫
暁
筆
』

で
は
、
少
し
相
違
が
あ
っ
て
も
、
二
話
を
全
く
の
同
話
と
編
者
が
認
め
た
場
合

に
は
、
一
話
と
し
て
ま
と
め
、
相
違
箇
所
を
「
異
説
」
と
し
て
、
提
示
す
る
こ

と
も
多
い
。
こ
の
箇
所
は
割
り
注
を
付
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
二
話
を
並
べ
て

載
せ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食

道
人
」
と
「
三
獣
与
食
老
夫
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一一

A

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
一
一
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、

食
老
夫
」
の
割
り
注
に
つ
い
て

「
三
獣
与

　
巻
二
十
三
の
「
四
獣
与
食
道
人
」
と
「
三
獣
与
食
老
夫
」
の
二
話
に
付
さ
れ

る
割
り
注
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
同
類
、
同
趣
旨
の
話
を
二
話
、
も
し
く
は
三

話
並
べ
て
あ
げ
る
例
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
に
、
多
数
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
類
似
点
や
異
同
に
対
し
、
疑
問
を
呈
す
る
記
述
が
あ
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る
も
の
は
少
な
く
、
「
四
獣
与
食
道
人
」
と
「
三
獣
与
食
老
夫
」
の
例
を
含
め
、

全
体
で
四
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
割
り
注
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
今

回
取
り
上
げ
る
例
の
み
で
、
そ
の
他
は
、
す
べ
て
、
二
字
下
げ
の
別
記
文
中
で

の
記
述
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
三
例
で
あ
る
。

　
①
巻
十
（
似
類
下
）
「
七
、
魯
連
先
生
」
と
「
八
、
噌
陽
公
」
に
対
し
て
、

　
　
「
八
、
噌
陽
公
」
の
後
の
別
記
文
に
あ
る
「
此
両
人
日
を
還
す
事
、
同
異

　
　
尋
ぬ
べ
し
。
…
…
」
の
記
述
。

　
②
巻
十
（
似
類
下
）
「
二
十
、
重
姓
比
丘
」
と
「
二
十
一
、
薄
拘
羅
尊
者
」
に

　
　
対
し
て
、
「
二
十
一
、
薄
拘
羅
尊
者
」
の
後
の
別
記
文
に
あ
る
「
今
云
、
此

　
　
両
説
の
因
縁
の
同
異
い
か
ゴ
。
…
…
」
の
記
述
。

　
③
巻
十
（
似
類
下
）
「
二
十
二
、
竜
樹
菩
薩
」
と
「
二
十
三
、
提
婆
菩
薩
」
に

　
　
対
し
て
、
「
二
十
三
、
提
婆
菩
薩
」
の
後
の
別
記
文
に
あ
る
「
今
云
、
予

　
　
所
持
の
両
菩
薩
伝
は
高
麗
本
金
板
也
、
然
に
両
師
の
伝
、
南
天
竺
の
大
王

　
　
の
問
答
是
お
な
じ
。
不
審
云
々
。
…
…
」
の
記
述
。

　
①
は
、
両
話
と
も
「
文
」
を
用
い
て
、
沈
み
行
く
太
陽
を
差
し
招
く
話
。
七

の
「
魯
連
先
生
」
は
、
魏
の
大
将
軍
で
、
「
趙
」
と
戦
っ
た
時
の
話
。
日
は
暮
れ

て
い
た
の
に
、
日
中
に
な
っ
た
と
し
、
そ
の
こ
と
は
「
魏
志
に
見
へ
た
り
」
と

す
る
。
八
の
「
噌
陽
公
」
は
、
「
楚
」
の
大
将
軍
で
、
「
韓
」
と
戦
っ
た
時
の
話
。

文
で
、
日
を
三
舎
招
き
返
し
た
と
し
、
「
稽
聖
賦
に
見
へ
た
り
」
と
す
る
。
固

有
名
詞
、
出
典
と
も
に
異
な
り
、
両
話
が
別
な
話
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
す
る
記
述
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
後
、
仏
家
で
は
、
日
を
返
す

事
は
「
倶
舎
等
」
の
性
相
に
背
く
と
し
て
、
内
容
に
異
を
唱
え
る
文
章
が
続
く
。

一
四

　
②
は
、
両
話
と
も
、
魚
に
呑
ま
れ
な
が
ら
も
死
な
ず
、
福
徳
を
得
る
話
。
「
重

姓
」
と
「
薄
拘
羅
」
は
訳
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
同
一
人
物
で
あ
る
。
但
し
、

魚
に
呑
ま
れ
る
状
況
、
福
徳
を
得
る
因
縁
は
全
く
異
な
る
。
「
此
両
説
の
因
縁

の
同
異
い
か
ゴ
。
」
は
、
そ
れ
に
対
す
る
記
述
で
あ
り
、
そ
の
後
「
然
に
末
師
は

一
の
や
う
に
釈
す
る
歎
と
覚
た
り
。
」
と
一
解
釈
の
提
示
へ
と
続
い
て
い
く
。
解

釈
の
内
容
か
ら
、
編
者
自
身
、
二
人
を
同
一
人
物
と
知
っ
て
い
て
敢
え
て
別
な

話
と
し
て
二
話
載
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
両
話
も
末
尾
に
そ

れ
ぞ
れ
『
賢
愚
経
』
第
五
、
『
付
法
蔵
経
』
と
出
典
の
明
記
が
あ
る
。
現
行
の

『
賢
愚
経
』
と
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
に
こ
の
話
は
認
め
ら
れ
る
。

　
③
は
、
竜
樹
菩
薩
と
、
提
婆
菩
薩
の
説
話
で
あ
る
が
、
南
天
竺
の
大
王
と
の

問
答
箇
所
が
、
全
く
同
文
で
あ
る
と
し
て
問
題
に
し
て
い
る
も
の
。
出
典
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
竜
樹
菩
薩
伝
」
と
「
提
婆
菩
薩
伝
」
で
あ
る
。
「
二
十
二
、
竜
樹
菩

薩
」
の
末
尾
に
割
り
注
で
「
竜
樹
伝
、
付
法
蔵
経
同
之
。
」
と
あ
り
、
「
二
十

三
、
提
婆
菩
薩
」
で
は
、
南
天
竺
の
大
王
と
の
問
答
以
後
を
記
さ
ず
、
「
以
下

問
答
竜
樹
伝
同
之
、
付
法
蔵
経
は
心
別
な
り
」
と
す
る
割
り
注
を
付
す
。
ち
な

み
に
「
予
所
持
の
両
菩
薩
伝
は
高
麗
本
金
板
也
」
と
あ
る
が
、
現
行
の
「
中
華

大
蔵
経
」
で
も
こ
の
「
竜
樹
菩
薩
伝
」
と
「
提
婆
菩
薩
伝
」
の
南
天
竺
の
大
王

と
の
問
答
は
同
文
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
①
か
ら
③
は
、
全
て
「
似
類
」
の
巻
に
収
録
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
を
明
記
し
、
両
話
を
類
似
し
た
話
形
の
別
な
説
話
と
認

め
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
同
異
を
問
題
に
し
て
い
る
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
「
四
獣
与
食
道
人
」
と
「
三
獣
与
食
老
夫
」
も
、
そ
れ
ぞ
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れ
出
典
を
明
記
し
た
う
え
で
、
異
同
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
「
似
類
」
の
巻

で
は
な
く
、
「
雑
」
の
巻
に
収
録
し
て
お
り
、
疑
問
を
呈
す
る
記
述
も
割
り
注

の
形
と
な
る
。
先
の
①
か
ら
③
ま
で
と
、
位
相
を
異
に
し
、
特
殊
な
例
と
言
え

よ
う
。
よ
っ
て
、
「
四
獣
与
食
道
人
」
と
コ
ニ
獣
与
食
老
夫
」
の
特
徴
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
確
認
す
る
。

三
、
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
に
つ
い
て

　
こ
の
両
話
は
、
と
も
に
「
兎
の
捨
身
」
の
説
話
で
、
特
に
コ
ニ
獣
与
食
老
夫
」

は
「
月
の
兎
」
の
話
と
し
て
流
布
し
た
話
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
梗
概
を

あ
げ
る
。

　
　
「
四
獣
与
食
道
人
」
の
梗
概

　
①
昔
、
年
百
二
十
才
の
梵
志
が
お
り
、
深
山
に
庵
を
た
て
、
果
菰
を
食
と
し

　
　
て
、
禽
獣
た
ち
と
数
千
余
日
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
②
狐
、
禰
猴
、
獺
、
兎
の
四
獣
は
、
常
に
こ
の
道
人
の
経
戒
を
聞
い
て
い
た
。

　
③
し
か
し
、
そ
の
う
ち
、
こ
の
あ
た
り
の
果
菰
を
食
べ
つ
く
し
た
た
め
、
道

　
　
人
は
庵
を
他
所
へ
移
そ
う
と
す
る
。

　
④
経
を
聞
い
て
い
た
四
獣
は
悲
し
み
、
道
人
の
食
べ
物
を
自
分
た
ち
で
探

　
　
し
、
供
養
し
、
な
ん
と
か
道
人
に
留
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
る
。

　
⑤
獺
猴
は
他
山
へ
行
き
、
甘
果
を
取
り
、
狐
は
化
し
て
人
と
な
り
、
飯
麩
を

　
　
持
っ
て
来
て
、
一
月
の
糧
と
し
た
。
獺
は
大
魚
を
取
り
、
こ
れ
も
一
月
の

　
　
糧
と
し
た
。

　
⑥
兎
は
考
え
た
末
、
我
身
を
こ
が
し
て
供
養
し
よ
う
と
決
意
し
、
道
人
の
前

　
　
で
、
「
我
身
を
一
日
の
糧
に
」
と
言
い
、
火
の
中
に
飛
び
込
む
。

　
⑦
道
人
は
そ
の
志
に
感
じ
、
哀
傷
し
て
、
そ
こ
に
留
ま
っ
た
。

　
⑧
そ
の
と
き
の
梵
志
（
道
人
）
は
、
提
和
端
仏
、
兎
は
我
が
身
（
釈
迦
）
、
獺

　
　
猴
は
舎
利
弗
、
狐
は
阿
難
、
獺
は
目
連
で
あ
る
と
、
仏
は
説
い
た
。

　
　
コ
ニ
獣
与
食
老
夫
」
の
梗
概

　
①
却
初
の
時
、
波
羅
奈
国
の
林
野
に
狐
、
兎
、
援
の
三
獣
が
お
り
、
と
も
に

　
　
菩
薩
の
行
を
行
っ
て
い
た
。

　
②
帝
釈
が
こ
の
三
獣
の
心
を
試
そ
う
と
、
老
夫
の
姿
と
化
し
、
三
獣
に
、
自

　
　
分
は
飢
乏
し
て
い
る
た
め
、
食
料
を
与
え
て
欲
し
い
と
頼
む
。

　
③
三
獣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
食
料
を
探
し
に
行
き
、
狐
は
鮮
鯉
を
、
援
は
木
の
果

　
　
を
と
っ
て
き
て
、
老
夫
に
勧
め
る
。

　
④
兎
は
、
食
料
を
探
し
に
行
っ
た
も
の
の
、
何
も
得
ら
れ
ず
還
っ
て
く
る
。

　
　
そ
し
て
、
何
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
自
分
自
身
を
一
食
に
当
て

　
　
て
欲
し
い
と
し
て
、
火
の
中
に
飛
び
込
ん
で
死
ぬ
。

　
⑤
そ
の
と
き
、
老
夫
は
も
と
の
帝
釈
の
姿
に
な
り
、
兎
の
灰
を
払
い
、
骸
を

　
　
お
さ
め
て
、
傷
愁
す
る
。

　
⑥
帝
釈
は
、
月
輪
に
こ
の
骸
を
や
ど
す
。

　
⑦
そ
れ
故
に
、
月
に
兎
が
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
両
話
を
比
較
す
る
と
、
布
施
を
受
け
る
対
象
者
は
異
な
る
が
、
主
題
は
「
兎

の
捨
身
」
で
あ
る
。
登
場
す
る
動
物
が
、
「
四
獣
」
で
は
「
狐
、
獺
猴
、
獺
、

兎
」
、
「
三
獣
」
で
は
、
「
狐
、
援
、
兎
」
と
異
な
る
が
、
四
獣
で
「
獺
」
が
加

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て
　
（
小
椋
愛
子
）
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わ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
重
な
る
。
ま
た
、
各
々
の
行
動
を
見
る
と
、
「
四
獣
」

の
方
は
、
獺
が
魚
を
取
っ
て
く
る
が
、
「
三
獣
」
で
は
、
狐
が
そ
の
働
き
を
担

う
。
そ
れ
に
伴
い
、
「
三
獣
」
で
は
、
「
四
獣
」
の
「
狐
」
の
行
動
‖
〈
人
と
化

し
て
飯
毅
を
持
っ
て
く
る
こ
と
〉
は
削
除
さ
れ
る
。
全
体
で
は
、
「
四
獣
」
は
本

生
謹
の
形
を
と
り
、
「
三
獣
」
の
方
は
、
兎
の
捨
身
を
讃
え
て
月
に
宿
す
、
「
月

の
兎
」
の
故
事
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
相
違
は
あ
る
が
、
動
物
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
布
施
を
し
、
な
か
で

も
兎
が
究
極
の
布
施
で
あ
る
「
捨
身
」
を
行
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
同
じ
で
、

両
話
は
、
類
似
す
る
。

　
「
四
獣
与
食
道
人
」
は
、
末
尾
割
り
注
で
「
旧
雑
警
喩
経
下
」
と
、
コ
ニ
獣
与

食
老
夫
」
は
、
冒
頭
で
「
又
西
域
記
七
云
」
と
そ
れ
ぞ
れ
出
典
の
明
記
が
あ
る

た
め
、
出
典
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
『
旧
雑
警
喩
経
』
、
『
大

唐
西
域
記
』
の
記
事
は
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
一
「
供
養
篇
」
と
巻
六
十
四

「
慈
悲
篇
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引
か
れ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
に
、
『
法
苑
珠
林
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
名
は
出
典
明
記
の
形
で
、
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
典
で
な
く

『
法
苑
珠
林
』
に
拠
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
併
せ
て
比
較
す

る
。　

ま
ず
「
四
獣
与
食
道
人
」
か
ら
見
て
い
く
。
比
較
表
は
、
上
か
ら
『
楊
鴫
暁

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
』
、
『
旧
雑
讐
喩
経
』
、
『
法
苑
珠
林
』
の
順
で
あ
る
。
梗
概
①
の
箇
所
を
あ
げ

る
。道r

人楊
L鴫
暁
筆
』
一
四

獣
与
食

『
1日

雑
響
喩
経
』

（
下
四

五
）

一　『
供法
養苑
篇珠
一林
』
巻
四

十

一

一
六

た
の
し
め
り
。

　
『
旧
雑
警
喩
経
』
と
『
法
苑
珠
林
』
の
異
同
に
傍
線
を
、
そ
の
異
同
に
対
応

す
る
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
部
分
に
波
線
を
付
し
た
。
網
掛
け
部
分
は
『
楊
鴫
暁
筆
』

が
採
ら
な
い
部
分
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
梵
志
の
様
子
、
「
不
妻
要
」
を
省
略
す

る
形
で
、
忠
実
に
引
く
。
こ
こ
は
、
ど
ち
ら
に
拠
る
か
不
明
だ
が
、
次
の
「
茅

を
も
て
い
ほ
り
を
ふ
き
、
蓬
を
編
て
席
と
し
、
盧
を
た
れ
て
戸
ぼ
そ
と
し
、
菓

繭
を
食
と
し
、
財
物
を
た
く
は
へ
ず
」
は
、
「
果
繭
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、

「
以
水
果
菰
爲
食
飯
。
」
と
す
る
『
旧
雑
讐
喩
経
』
に
拠
る
と
い
え
る
。
次
の
網

掛
け
部
分
「
國
王
娚
之
不
往
。
意
静
庭
無
爲
」
を
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
省
略
す

る
。
こ
れ
は
、
こ
の
後
、
王
に
触
れ
る
箇
所
は
な
い
た
め
、
話
の
筋
に
不
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
か
。
次
に
、
山
中
で
の
様
子
、
暮
ら
し
た
日
数
を
述
べ

る
が
、

　
　
於
山
中
敷
千
鹸
歳
。
日
與
禽
獣
相
娯
樂
。
（
『
旧
雑
警
喩
経
』
）

　
　
於
山
敷
年
與
禽
獣
相
娯
絶
於
人
路
。
　
　
（
『
法
苑
珠
林
』
）
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数
千
余
日
禽
獣
と
と
も
に
た
の
し
め
り
。
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

と
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
日
数
も
『
旧
雑
警
喩
経
』
の
意
を
採
り
、
ま
た
、
「
た
の

し
め
り
」
と
、
こ
れ
も
『
旧
雑
響
喩
経
』
の
表
現
を
採
る
。

　
梗
概
②
、
③
、
④
の
箇
所
、

に
入
て
大
魚
を
と
り
、
是

も
一
月
の
根
と
し
て
、
爾

は
く
は
麦
に
留
て
他
所
へ

る

願
止
留
。
獺
亦
復
入
水
取

大
魚
來
。
以
上
道
人
。
給

一
月
糧
。
願
莫
去
也
。

莫
去
。
水
獺
亦
復
入
水
取

得
大
魚
。
以
上
道
人
。
給

一
月
糧
。
願
止
莫
去
。

時
に
狐
と
　
　
と
獺
と
兎
ξ
と
此
四
獣
、
彼
道
人
の
前

有
四
獣
。
一
名
狐
。
二
名
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
禰
猴
。
三
者
獺
。
四
者

山
有
四
獣
。
一
名
狐
。
二
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
名
禰
猴
。
三
名
獺
。
四
名

に
来
り
、
経
戒
を
聞
事
、

兎
。

兎
。
此
之
四
獣
日
於
道
人

歳
月
積
て
久
し
。
然
る
に

此
四
獣
日
於
道
人
所
聴
経

所
聴
経
説
戒
。
如
是
積
久
。

諸
の
菓
面
み
な
食
し
畢
て
な
け
れ
ば
、
道
人
庵
を
他

説
戒
。
如
是
積
久
。
食
諸
果
菰
皆
悉
詑
蓋
。
後
道
人
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

食
諸
果
菰
皆
悉
チ
6
6
蓋
。
後
　
　
　
　
　
　
　
　
－
道
人
意
欲
徒
去
。
四
獣
大

所
へ
移
さ
ん
と
せ
し
か

意
欲
使
徒
去
。
此
四
獣
大

愁
憂
情
不
樂
。
共
相
議

ば
、
彼
四
獣
大
き
に
愁
て

愁
憂
不
樂
。
共
議
言
。
我

言
。
我
曹
各
行
求
索
供
養

申
や
う
、
「
我
ら
各
行
め
ぐ

曹
各
行
求
索
供
養
道
人
。

道
人
。

り
食
を
儲
て
道
人
を
供
養

し
奉
ら
ん
」
と
て
、

　
こ
の
部
分
は
、
『
旧
雑
響
喩
経
』
と
『
法
苑
珠
林
』
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
な

異
同
が
あ
る
が
、
些
細
で
あ
り
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
、
ど
ち
ら
に
拠
る
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
山
を
去
ろ
う
と
す
る
道
人
と
獣
た
ち
の
様
子
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
し
な
が
ら
も
、
原
文
の
語
を
極
力
用
い
る
。

　
梗
概
⑤
の
動
物
た
ち
の
行
動
の
箇
所
、

獺
猴
は
他
山
に
至
り
、
甘
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
ξ
菓
を
取
て
来
り
、
狐
は
又
化
し
て
人
と
な
り
、
一
嚢
の
飯
麩
を
求
め
え
て
一
月
　
　
　
　
　
～
の
根
に
あ
て
、
獺
は
又
水

　
　
　
　
　
　
　
ー
欄
猴
去
至
他
山
中
。
取
甘
果
來
以
上
道
人
。
願
心
莫
－
去
。
狐
亦
復
行
化
作
人
。
求
食
得
一
嚢
飯
麩
來
。
以
上
道
人
。
可
給
一
月
糧
。

　
　
　
　
　
　
ー
獺
猴
去
至
他
山
得
甘
果
來
。
以
上
道
人
。
願
止
莫
ー
去
。
野
狐
行
化
作
人
。
求
得
一
嚢
飯
麩
來
。
以
上
道
人
。
可
給
一
月
糧
。
願
止

　
こ
こ
も
、
『
旧
雑
警
喩
経
』
と
『
法
苑
珠
林
』
に
、
異
同
は
あ
る
が
、
些
細
で

あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
。
禰
猴
が
甘
果
を
「
取
」
る
か
「
得
」

る
か
、
「
狐
」
と
「
野
狐
」
、
「
狐
亦
復
行
」
と
「
野
狐
行
」
の
「
亦
復
」
の
有

無
、
「
獺
」
と
「
水
獺
」
の
表
記
等
の
相
違
の
み
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
ト

獺
猴
が
甘
果
を
「
取
て
」
、
「
狐
は
又
化
し
て
」
、
「
獺
は
」
等
と
し
て
お
り
、
『
旧

雑
書
喩
経
』
の
表
現
に
類
似
す
る
た
め
、
こ
こ
は
『
旧
雑
警
喩
経
』
に
拠
る
こ

と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
梗
概
⑥
、
⑦
の
兎
の
行
動
と
そ
の
後
の
道
人
の
行
動
の
箇
所
、

其
時
兎
思
は
く
、
「
我
は
又

兎
自
思
念
。
我
當
用
何
等

兎
自
思
念
。
我
當
用
何
等

何
を
も
て
か
道
人
を
供
養

供
養
道
人
耶
。
自
念
。
當

供
養
道
人
。
印
念
當
持
身

せ
ん
。
し
か
じ
我
身
を
火

持
身
供
養
耳
。
便
行
取
樵

供
養
。
便
取
樵
以
燃
火
作

に
入
、
身
を
こ
が
し
て
供

以
然
火
作
炭
。
往
白
道
人

炭
。
往
白
道
人
言
。
今
我

養
せ
ん
に
は
」
と
て
、
即
道

言
。
今
我
爲
兎
最
小
薄
。

爲
兎
。
請
入
火
中
作
灸
。

人
の
前
に
い
た
り
、
「
我
身

能
請
入
火
中
作
灸
。
以
身

以
身
奉
上
道
人
。
可
給
一

を
一
日
の
か
て
に
し
給

上
道
人
。
可
給
一
日
糧
。

日
糧
。
便
自
投
火
中
。
火

へ
」
と
て
、
み
つ
か
ら
火
中

兎
便
自
投
火
中
。
火
爲
不

爲
不
然
。
道
人
見
兎
。
感

に
身
を
投
き
。
道
人
其
志
を
感
じ
霧
し
て
留
り
給

然
。
道
人
見
兎
感
其
仁
－
義
。
傷
哀
之
則
自
止
留
。

其
仁
義
。
哀
懲
傷
之
。
則
自
止
留
。

へ
り
。

　
こ
こ
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
採
ら
な
い
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
兎

が
自
身
の
身
を
も
っ
て
供
養
し
よ
う
と
思
っ
た
あ
と
、
燃
料
を
集
め
て
火
を
お

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て
　
（
小
椋
愛
子
）

一
七
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
五
号

こ
し
た
と
す
る
「
便
行
取
樵
以
然
火
作
炭
」
、
兎
が
火
中
に
身
を
投
げ
た
後
、
火

は
燃
え
な
か
っ
た
と
す
る
「
火
爲
不
然
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
『
旧
雑
警

喩
経
』
、
『
法
苑
珠
林
』
共
に
異
同
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
兎
は
死
な
な
か
っ
た
と

す
る
解
釈
に
違
い
は
な
い
。
原
典
で
は
、
兎
は
助
か
る
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は

敢
え
て
そ
の
箇
所
を
採
ら
な
い
。
死
を
積
極
的
に
述
べ
る
こ
と
も
し
な
い
が
、

話
の
流
れ
か
ら
兎
が
死
ん
だ
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
、
『
旧
雑
警
喩

経
』
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
原
文
を
忠
実
に
引
い
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

こ
の
省
略
は
意
図
的
と
思
わ
れ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
編
者
に
と
っ
て
、
「
捨
身
」

と
は
、
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
捨
身
」
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
兎

は
死
な
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
兎

が
死
ぬ
こ
と
で
、
「
捨
身
」
の
尊
さ
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
梗
概
⑧
の
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
生
を
述
べ
る
。

佛
言
。
時
梵
志
者
提
和
娼

佛
是
。
時
兎
者
我
身
是
。

　
　
　
　
　
　
　
狐
者

阿
難
是
。

也

佛
言
。
爾
時
梵
志
者
今
提

和
端
佛
是
。
爾
時
兎
者
今

我
身
是
。
爾
時
禰
猴
者
今

舎
利
弗
是
。
爾
時
野
狐
者

今
阿
難
是
。
爾
時
水
獺
者

　
三
者
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
生
は
同
じ
。
『
旧
雑
警
喩
経
』
と
『
法
苑
珠
林
』

の
異
同
を
見
る
と
、
『
旧
雑
警
喩
経
』
は
「
梵
志
」
と
「
兎
」
に
対
し
て
は
、

「
時
梵
志
者
」
と
い
う
よ
う
に
「
時
」
を
つ
け
る
が
、
「
狐
」
、
「
獺
」
に
関
し
て

は
「
時
」
を
付
さ
な
い
。
『
法
苑
珠
林
』
は
、
四
獣
全
て
に
対
し
、
「
爾
時
」
を

付
し
、
「
梵
志
者
今
提
和
端
佛
是
。
」
と
い
う
よ
う
に
「
今
」
を
強
調
す
る
。
ま

一
八

た
、
先
の
箇
所
と
同
じ
く
狐
を
「
野
狐
」
、
獺
を
「
水
獺
」
と
表
記
す
る
。
ま

た
、
「
目
提
連
」
を
「
目
連
」
と
す
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
其
時
の
梵
志
は
提
和
端
仏
是
な
り
。
」
と
す
る
が
、
他

は
「
兎
は
」
「
禰
猴
は
」
と
し
、
「
今
」
を
も
付
さ
な
い
。
『
旧
雑
讐
喩
経
』
に
近

い
か
。
但
し
、
同
一
人
物
で
は
あ
る
が
「
目
健
連
」
を
「
目
連
」
と
表
記
し
て

お
り
、
ど
ち
ら
に
拠
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
以
上
、
三
者
を
比
較
し
た
。
『
旧
雑
讐
喩
経
』
と
『
法
苑
珠
林
』
の
異
同
は
少

な
い
が
、
細
か
な
点
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
出
典
の
通
り
、
『
旧
雑
警
喩
経
』

を
基
に
し
、
全
体
的
に
は
原
文
に
忠
実
で
あ
る
と
言
え
る
。
但
し
、
原
文
の
「
火

爲
不
然
。
」
を
採
ら
ず
、
生
命
を
犠
牲
に
す
る
「
捨
身
」
を
強
調
す
る
。
こ
れ

は
、
編
者
の
持
つ
「
捨
身
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
表
れ
と
言
え
る
。

　
次
に
「
三
獣
与
食
老
夫
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
も
、
『
楊
鴫
暁
筆
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
、
出
典
明
記
さ
れ
て
い
る
『
大
唐
西
域
記
』
と
、
そ
れ
を
引
く
『
法
苑
珠
林
』

の
三
者
で
比
較
す
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
は
巻
七
の
「
婆
羅
痘
斯
國
」
の
条
、

『
法
苑
珠
林
』
は
巻
六
十
四
の
「
慈
悲
篇
」
に
こ
の
説
話
を
所
収
す
る
。

　
冒
頭
を
比
較
す
る
と
、

　
　
烈
士
池
西
有
三
獣
翠
堵
波
。
是
如
來
修
菩
薩
行
時
焼
身
之
庭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
唐
西
域
記
』
）

　
　
唐
　
法
師
行
傳
云
。
婆
羅
痘
斯
國
内
有
列
士
池
。
池
西
有
三
獣
塔
。
是
如

　
　
來
修
菩
薩
行
時
焼
身
之
庭
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
苑
珠
林
』
）

と
、
『
大
唐
西
域
記
』
は
、
「
婆
羅
痘
斯
國
」
の
説
明
の
一
つ
と
し
て
「
烈
士
池
」

の
「
西
」
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
三
獣
窒
堵
波
」
の
由
来
を
説
く
設
定
で
、
こ
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の
地
は
「
如
來
修
菩
薩
行
時
焼
身
之
庭
。
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
『
法
苑
珠
林
』

は
、
「
唐
奨
法
師
行
傳
云
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
を
指
す

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
「
婆
羅
癌
斯
國
内
」
と
、
国
名
を
補
う
形
で
『
大

唐
西
域
記
』
に
記
載
の
状
況
を
説
明
す
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
「
又
西
域
記
七
云
」
と
、
冒
頭
に
出
典
を
明
記
す
る
の
み
。

「
又
」
と
前
話
と
の
つ
な
が
り
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
梗
概
①
②
の
箇

所
、
い
わ
ゆ
る
菩
薩
行
を
し
て
い
た
狐
兎
援
の
所
へ
姿
を
変
え
た
帝
釈
天
が
来

る
場
面
で
、
「
波
羅
奈
国
」
（
次
表
、
点
線
囲
み
の
箇
所
）
と
国
名
を
補
う
。
「
婆

羅
痘
斯
国
」
、
「
波
羅
奈
国
」
で
は
表
記
は
異
な
る
が
、
こ
れ
は
、
ヒ
d
冨
目
゜
・
一
の
訳

で
同
一
の
国
を
指
す
。
こ
の
音
写
の
方
が
、
日
本
で
は
流
布
し
て
い
た
か
。
表

を
あ
げ
る
。

『
楊
鴫
暁
筆
」
「
三
獣
与
食
老
夫
」

『
大
唐
西
域
記
』
巻
七
「
婆
羅
痘
斯
國
」
の
条

『
法
苑
珠
林
』
巻
六
十
四
「
慈
悲
篇
」

劫
初
時
於
此
林
野
有
狐
兎

昔
劫
初
時
於
此
林
野
。
有
狐
兎
猿
。
異
類
相
悦
。
剛

劫
初
の
時
、
波
羅
冤
国
の
林
野
の
中
に
狐
兎
援
の
三
あ
り
。
と
も
に
菩
薩
の
行

援
異
類
相
悦
。
時
天
帝
繹

欲
験
修
菩
薩
行
者
。
降
露

天
帝
鐸
欲
験
修
菩
薩
行
者
。

を
た
も
つ
。
帝
釈
是
を
心

み
ん
が
為
に
、
形
を
老
夫

　
『
大
唐
西
域
記
』
と
、
『
法
苑
珠
林
』
は
、
同
文
。
二
重
傍
線
部
は
、
　
『
楊
鴫

暁
筆
』
が
原
文
の
語
を
用
い
、
意
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

網
掛
け
部
分
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
採
ら
な
い
箇
所
。
老
夫
と
動
物
ら
の
問
答
部

分
だ
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
老
夫
の
言
の
み
を
採
る
。
三
獣
が
、
自
分
た
ち
三
匹

は
心
を
和
し
て
い
て
安
穏
で
あ
る
こ
と
、
三
獣
が
食
料
を
探
し
て
く
る
た
め
、

少
し
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
申
し
出
る
部
分
は
全
て
省
略
し
、
老
夫
の
要
望
の
み

を
ま
と
め
て
い
る
。

　
梗
概
③
の
三
獣
が
食
料
を
探
し
に
行
く
場
面
、

時
に
三
獣
志
を
合
せ
、
躍

於
是
同
心
虚
己
分
路
管
ー
求
。
狐
沿
水
濱
街
一
鮮

　
　
　
　
　
　
　
1
鯉
。
獲
於
林
樹
採
異
華

　
　
　
1
於
是
同
心
求
寛
。
狐
沿
水
濱
街
一
鮮
鯉
。
猿
於
林
樹
劃
。
倶
來
至
止

園
。
倶
來
至
止
同
進
老
夫
。

　
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
法
苑
珠
林
』
で
、
表
現
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
傍
線

部
が
異
同
箇
所
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
箇
所
に
波
線
を

付
し
た
。
比
較
す
る
と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
路
を
分
て
い
と
な
み
求
む
。
」
と

「
螢
求
」
を
意
識
し
、
「
あ
や
し
き
菓
」
と
「
異
菓
」
、
「
同
老
夫
に
す
、
む
」
と

「
同
進
老
夫
」
を
意
識
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
『
大
唐
西
域
記
』
に
拠
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
続
く
梗
概
④
の
箇
所
（
次
表
）
、
兎
が
帰
っ
て
き
た
様
子
も
『
楊
鴫
暁
筆
』

は
、
「
左
右
に
お
ど
り
」
と
『
大
唐
西
域
記
』
の
表
現
を
踏
襲
す
る
。
『
法
苑
珠

林
』
に
、
こ
の
表
現
は
見
え
な
い
。
次
に
示
す
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て
　
（
小
椋
愛
子
）

一
九
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
～
兎
の
み
空
し
く
帰
り
て
左

唯
兎
空
還
遊
躍
左
右
。

唯
兎
空
還
。

右
に
お
ど
り
、

老
夫
謂
日
。
以
吾
観
之
爾

老
夫
謂
日
。
以
吾
観
之
。

老
夫
に
語
て
云
、
我
身
卑

曹
未
和
。
援
狐
同
志
各
能

爾
曹
未
和
。
猿
狐
同
志
各

劣
に
し
て
求
処
遂
が
た

役
心
。
唯
兎
空
返
濁
無
相

能
役
心
。
唯
兎
空
返
濁
無

し
。
故
に
微
躬
を
も
て
一

鎖
。
以
此
言
之
誠
可
知

相
饅
。
以
此
而
言
。
誠
可

食
に
あ
つ
」
と
。
辞
し
畢

也
。
兎
聞
議
議
謂
狐
援

知
也
。
兎
聞
議
議
。
謂
猿

て
火
に
入
て
即
死
す
。

日
。
多
聚
樵
蘇
方
有
所

狐
日
。
多
聚
樵
薪
方
有
所

作
。
狐
援
競
馳
街
草
曳
木
。

作
。
猿
狐
競
馳
街
草
曳

既
已
葱
崇
猛
焔
將
熾
。
兎

木
。
既
已
植
崇
猛
焔
將

日
。
仁
者
。
我
身
卑
劣
所

熾
。
兎
日
。
仁
者
我
身
卑

求
難
遂
。
敢
以
微
躬
充
此

劣
所
求
難
遂
。
敢
以
微
躬

一
餐
。
餅
畢
入
火
尋
即
致

充
此
一
浪
。
餅
畢
入
火
尋

死
。

即
致
死
。

　
網
掛
け
部
分
、
老
夫
の
コ
ニ
匹
の
心
が
等
し
く
な
い
、
和
し
て
い
な
い
」
と

責
め
る
言
、
そ
し
て
兎
が
非
難
を
聞
い
た
と
す
る
部
分
を
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
採

ら
な
い
。
こ
こ
は
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
法
苑
珠
林
』
に
異
同
は
な
い
。
こ
の

箇
所
は
、
梗
概
①
②
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
採
ら
な
い
箇
所
と
対
応
す
る
。
す
な

わ
ち
、
「
以
吾
観
之
爾
曹
未
和
」
は
、
梗
概
①
②
の
三
獣
の
言
「
日
渉
豊
草
遊
茂

林
。
異
類
同
歓
既
安
且
樂
。
」
を
受
け
て
の
言
で
あ
り
、
兎
が
聞
い
た
非
難
も
、

そ
れ
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
省
略
は
、
全
体
の
話
の
構
成

を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
続
く
非
難
を
聞
い
た
兎
が
、
燃
料

と
し
て
の
草
木
を
狐
や
猿
に
集
め
さ
せ
た
箇
所
も
採
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
兎

の
言
は
、
原
文
を
訓
読
す
る
形
で
忠
実
に
引
く
た
め
、
こ
れ
も
意
図
的
な
省
略

と
思
わ
れ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
編
者
は
、
兎
が
、
責
め
ら
れ
て
「
捨
身
」
す
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
「
捨
身
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

梗
概
⑥
⑦
の
箇
所
、

二
〇

其
時
老
夫
帝
釈
の
身
に
復

是
時
老
夫
復
帝
鐸
身
。
除

是
時
老
夫
復
帝
鐸
身
。
鹸

し
、
灰
を
は
ら
ひ
骸
を
お

儘
牧
骸
傷
歎
良
久
。
謂
狐

儘
敗
骸
傷
歎
良
久
。
謂
狐

さ
め
、
傷
愁
し
給
ふ
事
良

援
日
。
一
何
至
此
。
吾
感

猿
日
。
一
何
至
此
。
吾
感

久
し
。
則
狐
援
に
語
て

其
心
不
混
其
遊
。
寄
之
月

其
心
不
混
其
　
。
寄
之
月

云
、
「
我
其
志
を
感
じ
、
其

輪
傳
乎
後
世
。
故
彼
威

輪
傳
乎
後
世
。
故
彼
威
言

迩
を
失
は
じ
と
、
是
を
月

言
。
月
中
之
兎
自
斯
而
有
。

月
中
之
兎
。
自
斯
而
有
。

輪
に
や
ど
し
、
後
世
に
伝

ん
」
と
。
故
に
悉
く
月
の

中
に
兎
あ
り
と
い
へ
り
。

　
『
大
唐
西
域
記
』
、
『
法
苑
珠
林
』
は
同
文
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
原
文
を
忠
実

に
引
く
。
こ
の
後
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
法
苑
珠
林
』
は
、
「
後
人
於
此
建
窒

堵
波
」
、
「
後
人
於
此
建
塔
也
」
と
後
の
人
が
塔
が
建
立
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

『
大
唐
西
域
記
』
、
『
法
苑
珠
林
』
と
も
、
塔
の
建
立
の
由
来
謂
と
し
て
、
ま
た
、

冒
頭
で
「
如
来
の
焼
身
し
た
場
所
」
の
説
話
と
し
て
こ
の
話
を
語
る
た
め
、
如

来
の
前
生
謹
と
し
て
も
読
め
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
そ
の
枠
組
み
を
は
ず
し
、

兎
の
「
捨
身
」
に
重
点
を
置
く
。

　
以
上
、
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
コ
ニ
獣
与
食
老
夫
」
は
、
と
も
に
『
法
苑
珠
林
』

で
は
な
く
、
明
記
の
書
物
に
直
接
、
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

こ
の
両
話
は
、
原
典
に
拠
り
、
他
の
要
素
を
添
加
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
あ

る
箇
所
を
意
識
的
に
省
略
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ど
ち
ら
も
「
兎
が
生
命

を
犠
牲
」
に
し
、
「
自
ら
進
ん
で
捨
身
す
る
」
話
と
し
て
の
枠
組
み
を
持
つ
。
編

者
は
、
両
話
を
意
図
的
に
そ
の
枠
組
み
に
合
わ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
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は
編
者
の
考
え
る
理
想
の
「
捨
身
」
の
姿
で
も
あ
る
。
末
尾
に
「
此
両
説
同
異

如
何
」
の
割
り
注
を
付
す
こ
と
で
、
読
者
に
注
意
を
促
し
、
両
話
を
強
調
し
、

よ
り
類
似
点
を
際
だ
た
せ
る
。
そ
れ
は
「
四
獣
与
食
道
人
」
が
、
「
三
獣
与
食
老

夫
」
の
基
と
読
者
に
思
わ
せ
る
効
果
を
持
つ
。

　
通
常
、
編
者
が
同
話
、
も
し
く
は
同
源
の
説
話
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
基
の
説
話
を
あ
げ
、
異
説
と
し
て
相
違
点
を
付
す
な
ど
一
話
と
し
て
扱

う
。
し
か
し
、
こ
の
両
話
の
場
合
、
同
源
の
話
か
否
か
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
両
話
が
ど
ち
ら
も
仏
典
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
『
法
苑
珠
林
』
に
も
、
巻
を
違
え
て
別
の
テ
ー
マ
の
話
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

四
、
「
兎
の
捨
身
」
の
説
話

　
こ
こ
で
、
「
兎
の
捨
身
」
の
説
話
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
『
楊
鴫
暁
筆
』

が
引
く
話
は
、
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
の
か
。
仏
典
中
、
管
見
に
入
っ
た
も
の

は
、
登
場
す
る
動
物
で
、
三
つ
の
型
に
分
類
で
き
る
。
ま
ず
、
四
獣
1
1
〈
狐
、

禰
猴
（
援
）
、
獺
、
兎
〉
が
登
場
す
る
も
の
。
こ
れ
は
①
『
旧
雑
警
喩
経
』
下
・

四
五
（
呉
の
康
僧
会
訳
）
、
②
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
一
「
供
養
篇
」
（
『
旧
雑
讐

喩
経
』
を
引
く
）
（
唐
の
総
章
元
年
〈
さ
Φ
O
°
。
〉
成
立
。
著
者
は
道
世
）
、
③

『
六
度
集
経
』
巻
三
第
二
十
一
（
呉
の
康
僧
会
　
訳
）
の
三
話
が
あ
る
。
次
に

三
獣
1
1
〈
狐
、
獺
猴
（
援
）
、
兎
〉
が
登
場
す
る
も
の
。
こ
れ
は
、
①
『
大
唐
西

域
記
』
第
七
「
婆
羅
痘
斯
国
」
の
条
（
唐
の
貞
観
二
十
年
〈
＞
O
忠
O
＞
成
立
。

著
者
は
弁
機
）
、
②
『
法
苑
珠
林
』
巻
六
十
四
「
慈
悲
篇
」
（
「
唐
奨
法
師
行
傳
」
〈
『
大

唐
西
域
記
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
〉
を
引
く
）
、
③
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
「
月
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

部
」
第
四
の
割
り
注
（
「
衣
西
國
傳
云
…
…
。
」
と
、
月
輪
の
説
明
と
し
て
先
に

あ
げ
た
『
大
唐
西
域
記
』
の
話
を
引
く
。
但
し
、
記
述
は
兎
が
捨
身
す
る
箇
所

の
み
で
他
の
動
物
の
こ
と
に
は
ふ
れ
な
い
。
）
の
三
話
だ
が
、
全
て
源
は
『
大
唐

西
域
記
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
兎
の
み
が
登
場
す
る
も
の
。
①
『
生
経
』
巻
四
「
佛

説
兎
王
経
第
三
十
＝
（
西
晋
の
竺
法
護
〈
＞
O
N
°
。
O
＞
訳
）
、
②
『
菩
薩
本
縁
経
』

巻
下
「
兎
品
第
六
」
（
五
世
紀
の
成
立
。
著
者
は
僧
伽
斯
那
。
呉
の
支
謙
訳
）
、

③
『
撰
集
百
縁
経
』
巻
四
第
三
十
八
「
兎
焼
身
供
養
仙
人
縁
」
（
呉
の
支
謙
訳
と

さ
れ
る
）
、
④
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
二
第
十
一
「
兎
自
焼
身
供
養
大
仙
縁
」
（
二
世

紀
頃
以
降
の
成
立
だ
が
、
原
典
は
散
逸
し
て
不
明
。
北
魏
吉
迦
夜
と
曇
曜

〈
≧
）
軽
心
〉
訳
）
、
⑤
『
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉
経
』
（
訳
者
不
明
〈
四

～
五
世
紀
〉
）
⑥
『
経
律
異
相
』
兎
十
二
「
兎
王
依
附
道
人
投
身
火
聚
生
兜
率
天

＝
（
出
典
は
『
生
経
』
）
（
梁
の
天
監
十
五
年
〈
＞
O
切
声
O
＞
成
立
。
著
者
は
宝

唱
）
⑦
『
菩
薩
本
生
塁
論
』
巻
二
第
六
「
兎
王
捨
身
供
養
梵
志
縁
起
」
（
四
世

紀
頃
成
立
。
訳
者
は
宋
の
紹
徳
・
慧
詞
等
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

四
人
以
上
の
作
業
〈
十
世
紀
後
半
～
十
一
世
紀
初
〉
の
訳
）
の
七
話
。
但
し
、

そ
の
中
で
も
兎
が
一
匹
で
あ
っ
た
り
、
兎
の
王
で
群
れ
を
率
い
て
い
る
も
の
な

ど
、
設
定
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

　
話
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
並
立
し
て
お
り
、
説
話
同
士
の
相
互
関
係
は

　
　
　
　
　
　
　

不
明
で
あ
る
。
「
四
獣
」
の
話
は
、
『
六
度
集
経
』
に
も
あ
る
が
、
『
旧
雑
唇
喩

経
』
と
訳
者
が
同
じ
で
、
『
旧
雑
響
喩
経
』
と
比
較
し
て
も
、
異
同
は
少
な
い
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て
　
（
小
椋
愛
子
）

二
一
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．
但
し
、
最
後
の
本
生
を
語
る
箇
所
の
人
物
名
の
音
写
の
表
記
が
異
な
る
。
ど
ち

ら
も
同
じ
内
容
だ
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
、
『
旧
雑
警
喩
経
』
、

『
雑
讐
喩
経
』
、
『
賢
愚
経
』
等
を
、
数
多
く
引
い
て
い
る
た
め
、
『
六
度
集
経
』
よ

り
『
旧
雑
讐
喩
経
』
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
日
本
の
書
物
に
見
え
る
「
兎
の
捨
身
」
に
つ
い
て
管
見
に
入
っ
た
も

の
の
み
だ
が
、
あ
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
古
く
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
第
十
三
「
三
獣
行
菩
薩
道
、
菟
焼

身
語
」
。
こ
れ
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
が
典
拠
と
さ
れ
る
が
、
「
西
域
記
」
に
沿
い

な
が
ら
動
物
が
採
っ
て
き
た
果
実
の
種
類
を
具
体
的
に
あ
げ
る
な
ど
、
典
拠
よ

り
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
そ
し
て
、
末
尾
は
、

　
　
然
レ
バ
、
月
ノ
面
二
雲
ノ
様
ル
物
ノ
有
ハ
此
ノ
菟
ノ
火
二
焼
タ
ル
煙
也
。

　
　
亦
、
月
ノ
中
二
菟
ノ
有
ル
ト
云
ハ
此
ノ
菟
ノ
形
也
。
万
ノ
人
、
月
ヲ
見
ム

　
　
毎
二
此
ノ
菟
ノ
事
可
思
出
シ
。

と
月
の
有
り
様
に
あ
わ
せ
、
月
の
兎
の
由
来
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
『
法
華
経

　
　
　
　
　

直
談
妙
』
巻
二
本
三
十
一
「
月
兎
事
」
に
、
「
次
．
月
中
．
有
レ
菟
事
玄
　
三
蔵
．
西

域
記
．
．
見
タ
こ
と
し
て
『
大
唐
西
域
記
』
の
話
を
引
く
。
但
し
、
帝
釈
が
月
に
菟

を
宿
し
た
後
、
「
月
ハ
帝
釈
．
内
大
臣
。
．
ハ
彼
蒐
，
預
り
月
宮
．
置
タ
。
．
也
　
依
レ
之

月
．
中
一
菟
有
レ
之
也
」
と
月
と
帝
釈
と
の
関
係
へ
と
話
が
展
開
し
、
さ
ら
に
、
そ

の
後
、
三
獣
の
い
た
　
に
「
率
都
婆
」
を
建
立
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
時
の

菟
が
今
の
釈
尊
で
あ
る
と
す
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
は
、
本
生
を
説
か
な
い
た

め
、
こ
こ
は
他
の
経
典
の
「
兎
王
」
の
説
話
に
拠
る
。
さ
ら
に
同
二
十
二
に
は
、

兎
の
み
登
場
す
る
「
弥
勒
菩
薩
井
菟
仙
人
供
養
事
」
が
あ
る
。
冒
頭
、
弥
勒
菩

二
二

薩
の
名
前
の
由
来
を
説
明
し
、
弥
勒
菩
薩
は
、
昔
光
明
仙
人
で
あ
っ
た
と
す
る
。

断
食
し
、
餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
を
五
百
の
菟
を
率
い
て
い
た
菟
王
が
み

て
、
嘆
き
、
仙
人
の
食
料
に
な
る
た
め
、
火
中
に
飛
び
込
も
う
と
す
る
。
光
明

仙
人
は
、
そ
れ
を
留
め
、
そ
の
理
由
を
聞
き
、
悔
い
る
。
こ
の
時
、
二
人
の
間

に
光
明
が
さ
し
た
た
め
、
不
思
議
に
思
っ
た
諸
人
が
集
ま
り
、
そ
の
故
を
聞
き
、

仙
人
に
供
養
す
る
。
こ
の
時
の
仙
人
が
、
釈
尊
、
菟
は
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
は
、
『
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉
経
』
、
『
生
経
』
な
ど
に
拠

る
か
。
『
生
経
』
は
仙
人
を
「
定
光
佛
」
と
す
る
が
、
「
定
光
佛
」
‖
「
燃
燈
佛
」

で
未
来
成
仏
の
証
を
受
け
る
佛
で
あ
る
。
こ
れ
と
弥
勒
菩
薩
が
結
び
つ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
話
は
、
『
往
因
類
聚
抄
』
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
に

も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
末
尾
を
月
の
故
事
で
ま
と
め
る
。

　
　
　
　
　
ロ
　

『
塵
添
躇
嚢
妙
』
巻
十
四
第
一
「
月
．
中
．
兎
．
事
」
（
同
話
は
『
燈
嚢
妙
』
に
も
）

に
は
、

　
　
月
ノ
中
二
有
叶
兎
云
云
。
就
レ
之
其
，
義
多
ケ
レ
共
。
只
過
去
ノ
霊
兎
ノ
白

　
　
骨
，
取
テ
。
帝
鐸
月
中
．
置
給
．
故
ヘ
ト
云
云
。

と
あ
り
、
続
け
て

　
　
玄
賛
要
集
．
第
十
云
。
問
云
。
月
中
ノ
兎
ハ
何
．
因
ッ
テ
有
ル
ゾ
ヤ
。
答
．

　
　
云
。
未
曾
有
経
二
説
ク
。
波
羅
底
斯
國
。
烈
士
池
ノ
西
二
有
二
獣
．
率
都

　
　
婆
一
。
狐
猿
兎
…
…

と
『
大
唐
西
域
記
』
の
説
の
要
旨
の
み
を
挙
げ
る
。
出
典
を
『
未
曾
有
経
』
と

し
て
い
る
が
、
『
未
曾
有
経
』
、
『
仏
説
未
曾
有
因
縁
経
』
、
『
仏
説
未
曾
有
正
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

経
』
等
に
こ
の
説
話
は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
『
説
経
才
学
抄
』
に
も
「
賛
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二
云
、
問
…
」
に
対
し
て
「
答
、
未
曽
有
経
ノ
説
…
」
と
す
る
同
類
の
問
答
が

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後

　
　
又
法
苑
珠
林
二
云
、
依
二
西
國
傳
一
云
　
過
去
二
有
レ
兎
行
二
菩
薩
行
一
。
帝

　
　
繹
試
，
．
ア
云
。
索
レ
目
欲
レ
食
。
捨
二
身
火
中
一
、
天
帝
懲
レ
之
、
取
二
其
．
憔
一
置
二

　
　
月
．
中
一
。
令
下
未
來
，
衆
生
知
中
是
過
去
．
菩
薩
．
行
レ
慈
之
身
上
。

と
し
て
、
兎
の
捨
身
の
迩
が
、
月
の
故
事
で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
再
度
述
べ
る
。

全
体
の
内
容
も
『
大
唐
西
域
記
』
に
類
似
す
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
良
寛

の
「
月
の
兎
」
と
題
す
る
長
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
大
唐
西
域
記
』
を
源
と

す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
書
物
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
を
源
に
、
「
兎
一

匹
」
の
本
生
謹
の
説
話
を
融
合
さ
せ
、
「
月
の
兎
」
の
由
来
に
重
点
を
お
く
形
で
、

話
が
展
開
す
る
と
言
え
る
。
日
本
の
書
物
に
「
四
獣
」
が
見
え
る
例
は
な
い
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
も
『
大
唐
西
域
記
』
と
本
生
謹
を
並
べ
る
が
、
敢
え
て
「
四
獣
」

と
組
み
合
わ
せ
、
「
捨
身
」
に
重
点
を
お
く
。
組
み
合
わ
せ
自
体
、
特
異
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

五
、
ま
と
め

　
以
上
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
と
「
三
獣
与
食
老

夫
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
出
典
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
類
書
か
ら
で
は
な

く
、
明
記
し
た
書
物
か
ら
直
接
引
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
大
部

分
を
原
典
に
忠
実
に
拠
り
な
が
ら
、
「
火
爲
不
然
」
や
「
兎
を
責
め
る
言
」
等

を
、
意
図
的
に
省
略
す
る
事
で
、
「
捨
身
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
強
調
し
、
両
話

を
、
積
極
的
に
自
ら
の
意
志
で
「
捨
身
」
を
す
る
と
い
う
枠
組
み
で
、
意
図
的

に
合
わ
せ
る
よ
う
な
構
成
で
ま
と
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
省
略

も
一
話
の
構
成
を
考
え
て
の
省
略
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
割
り
注

「
此
両
説
同
異
如
何
」
は
、
読
者
に
注
意
を
促
し
、
両
話
の
類
似
点
を
強
調
す

る
効
果
を
持
つ
。
そ
れ
を
付
す
こ
と
で
、
両
話
の
類
似
し
た
枠
組
み
を
さ
ら
に

際
だ
た
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
兎
の
捨
身
」
に
関
す
る
和
書
の
中
に
、
「
四
獣
」
の
話
は
管
見
に
入
っ

た
中
で
は
見
ら
れ
ず
、
「
四
獣
」
と
「
三
獣
」
の
組
み
合
わ
せ
が
、
特
異
で
あ
る

事
を
確
認
し
た
。
通
常
、
月
の
故
事
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
、
本
生
諦
の
顕
著

な
「
兎
一
匹
」
の
組
み
合
わ
せ
に
対
し
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
敢
え
て
「
四

獣
」
を
と
り
、
組
み
合
わ
せ
を
他
と
異
に
し
、
さ
ら
に
、
両
者
の
類
似
点
を
強

調
す
る
。

　
敢
え
て
類
似
点
を
強
調
す
る
の
は
、
編
者
に
、
「
四
獣
」
が
コ
ニ
獣
」
の
基
だ

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
編
者
は
「
捨
身
」
の
理
想

の
形
の
基
を
も
「
四
獣
」
に
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
「
四
獣
」
で
は
、
何
日

か
一
緒
に
暮
ら
し
た
道
人
を
助
け
た
い
と
い
う
自
分
の
欲
か
ら
出
た
「
捨
身
」

の
行
為
で
あ
っ
た
が
、
「
三
獣
」
で
は
、
誰
で
あ
っ
て
も
助
け
る
た
め
に
「
捨

身
」
を
す
る
、
初
め
て
会
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
何
の
欲
も
持
た
ず
「
捨
身
」

を
す
る
。
「
四
獣
」
に
編
者
が
理
想
と
す
る
「
捨
身
」
の
行
為
の
完
成
度
に
対
す

る
基
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
二
話
並
べ
る
こ
と
で
、
完
成
度
の

推
移
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て
　
（
小
椋
愛
子
）

二
一
二
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二
話
を
別
な
話
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
『
法
苑
珠
林
』
の
影
響
が
大
き
い
。

『
法
苑
珠
林
』
が
、
こ
の
二
つ
の
話
を
同
話
と
せ
ず
、
「
慈
悲
編
」
、
「
供
養
編
」
と

巻
を
違
え
、
主
題
を
異
に
す
る
話
と
し
て
、
両
方
と
も
所
収
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
話
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
典
拠
か
ら
の
採
り
方
、
ま
た
、
割
り
注
を
付
け
る
な
ど
類
似
点
を
強
調
す
る

形
で
二
話
を
あ
げ
た
の
は
、
「
似
類
」
の
巻
の
よ
う
に
同
類
の
一
対
の
話
と
し
て

で
は
な
く
、
二
話
並
べ
る
こ
と
で
「
捨
身
」
の
行
為
に
対
す
る
進
化
の
解
釈
を

求
め
、
読
者
に
自
分
の
考
え
る
「
捨
身
」
の
理
想
の
姿
を
提
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

拙
稿
「
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
世
界
ー
〈
別
記
V
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
『
愛
知
淑
徳
大

学
国
語
国
文
』
第
2
5
号
・
平
成
十
四
年
三
月
）

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
・
第
四
「
頂
生
王
」
に
は
「
法
苑
珠
林
云
、
四
粒
入
レ
鉢
、
領
．
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

四
天
下
，
一
、
一
粒
ハ
在
頂
、
受
楽
二
点
　
。
」
と
あ
り
、
巻
十
四
・
第
十
三
「
似
我
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

等
」
は
、
本
文
中
に
「
又
法
苑
沫
林
に
は
百
年
の
雀
江
に
入
り
て
蛤
と
な
り
、
千
歳

の
雄
海
に
入
て
蟹
と
な
る
と
な
り
。
」
と
し
て
、
『
法
苑
珠
林
』
を
引
く
。

引
用
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
（
中
世
の
文
学
）
三
弥
井
書
店
に
よ
る
。

引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
・
本
縁
部
下
　
に
よ
る
。

引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
三
・
事
彙
部
上
　
に
よ
る
。

引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
　
・
史
伝
部
三
　
に
よ
る
。

仏
典
の
解
題
は
、
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
）
に
よ
る
。

二
四

（
8
）
伊
藤
千
賀
子
氏
は
「
「
兎
王
本
生
」
の
諸
相
と
そ
の
原
形
」
（
「
文
藝
と
批
評
」
第
六
巻

　
　
第
三
号
・
一
九
八
六
年
三
月
）
の
中
で
、
一
五
種
類
の
説
話
の
要
点
を
七
項
目
た
て

　
　
ら
れ
、
「
「
兎
王
本
生
」
の
基
本
は
ω
②
⑤
で
あ
り
、
（
筆
者
注
ω
兎
②
仙
人
の
飢
渇
⑤

　
　
兎
を
食
べ
る
）
で
あ
り
、
こ
の
三
項
目
だ
け
で
成
立
し
て
い
る
も
の
は
『
雑
宝
蔵
経
』

　
　
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
「
『
雑
宝
蔵
経
』
が
最
も
古
い
形
を
伝
え
る
も
の
と
み
な
せ
る
」
と

　
　
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
項
目
ω
②
⑤
か
ら
、
原
形
に
近
い
形
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
伊
藤
千
賀
子
氏
は
、
「
「
兎
王
本
生
」
の
諸
相
と
そ
の
原
型
ー
日
本
語
所
伝

　
　
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
「
文
藝
と
批
評
」
第
六
巻
第
四
号
・
一
九
八
六
年
八
月
）
で
、

　
　
肉
食
の
観
点
か
ら
「
日
本
で
流
布
し
た
も
の
は
、
出
家
の
肉
食
を
禁
じ
た
大
乗
系
統

　
　
の
も
の
ば
か
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
八
幡
愚
童

　
　
訓
』
に
月
の
兎
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
頃
、

　
　
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
に
は
、
日
本
に
は
既
に
「
月
に
は
兎
が
住
ん
で
い
る
」
と
い
う

　
　
話
が
か
な
り
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
引
用
は
『
法
華
纒
直
談
妙
』
一
（
臨
川
書
店
・
一
九
七
九
年
初
版
、
一
九
八
九
年
第

　
　
三
刷
発
行
）
に
よ
る
。

（
1
0
）
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
二
巻
『
法
華
経
古
注
釈
集
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
・
臨

　
　
川
書
店
・
二
〇
〇
四
年
）
に
所
収
○

（
1
1
）
『
寺
社
縁
起
』
（
日
本
思
想
大
系
2
0
・
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
1
2
）
引
用
は
『
大
日
本
佛
教
全
書
5
』
（
名
著
普
及
会
・
一
九
八
三
年
覆
刻
版
一
刷
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
八
七
年
覆
刻
版
二
刷
発
行
）
に
よ
る
。
但
し
、
浜
田
敦
・
佐
竹
昭
広
編
『
塵
添
瑳
嚢

　
　
抄
・
塩
嚢
妙
』
（
臨
川
書
店
）
を
も
参
照
し
た
。

（
1
3
）
引
用
は
、
「
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
三
巻
『
説
経
才
学
抄
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
・

　
　
臨
川
書
店
・
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

〈
付
記
〉

＊
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
二
九
回
発
表
大
会
・
中
世
部
門
（
静
岡
大
学
・
平
成
二
十

　
　
一
年
七
月
）
の
、
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
席
上
、
諸
先
生
方
に
数
々
の
こ
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『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
四
獣
与
食
道
人
」
、
「
三
獣
与
食
老
夫
」
を
め
ぐ
っ
て

教
示
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
明
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
椋
愛
子
）

一
五
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